
◇ 2010年５月25日 第952回例会(第951号) ◇

■ 出 席 報 告 ■ 庄 瀬 委 員

【５月18日】
在籍会員 44名（内出席規定適用免除者 9名）
出席会員 32名（内出席規定適用免除者 5名）

ホームクラブ出席率 80.00％

４月20日のＭＵを含む出席率 84.62％

ロータリーとは、他人に対する思いやりと、他人のためにつくすことである。

本日の例会

今週の歌 「 今日も楽し 」

「 次年度クラブ協議会 」

『今年度の総括』

大 森 保 子 ガバナー補佐

『次年度の所信』

北 田 他実夫 ガバナー補佐エレクト

次回例会のお知らせ(６月１日)

卓 話 「 次年度会長方針 」

水 谷 善 博 次年度会長

前回〔５月18日〕例会記録

会長の時間 渡 辺 会 長
皆様、こんにちは。
昨年の今頃、皆さん覚えておられると思いますが、

テレビ、新聞など毎日の報道で学校行事であります
修学旅行や企業の各種会合が中止又は、延期になっ
たりしました。新型インフルエンザの流行で日本中
が大騒ぎしていた出来事を思い出します。
また、当クラブも台北龍門ＲＣ９周年記念式典へ

の参加を自粛する事になりました。
さて本年は、６月11日から13日の予定で訪台し、

台北龍門ＲＣ10周年記念式典に出席する予定です。
当クラブの20周年記念式典には台北龍門ＲＣからは
20名の出席を頂きました。当クラブからは、今のと
ころ会員７名、ご夫人２名の方々に参加して頂ける

ようですが、皆様の中で参加してやろうと言う方が
おられましたら、西本幹事までご連絡お願いします。
参加手続きは、確認しましたら未だ間に合うとの
事ですのでよろしくお願い致します。

幹事報告 西 本 幹 事
◎2010年６月のロータリーレートは、１ドル＝92円。
◎今年度の委員会活動報告提出のお願い

各担当の三大常任委員長へ５月25日までに提出
して下さい。三大常任委員長は、６月８日例会卓
話にて報告後、事務局へ提出して下さい。

次年度幹事報告 延 次年度幹事
◎次年度委員会活動計画提出のお願い

各担当の次年度三大常任委員長へ６月８日まで
に提出して下さい。
次年度三大常任委員長は、６月15日例会卓話に

て発表後、事務局へ提出して下さい。
◎例年通り、会員名簿作成しますので、変更の有無
を確認後、６月８日までに全会員提出して下さい。



ニコニコ箱

東 　 会 員 連続欠席のおわび。
橋 本 会 員 早退してすみません。
大 森 会 員 いつもすみません。
大 井 会 員 前回欠席のオワビ！
田中(茂)会員 連続欠席のおわび。
内 田 会 員 結婚記念日お祝い有り難うござい
ました。それと、次男がオーナーシェフのフレ
ンチレストランを10日にオープン致しました。
本日分 42,000円
累 計 1,387,000円

会員増強委員会 橋 本 委員長
本日例会終了後、事務局にて委員会を行ないます。

ゴルフ同好会 新 井 委員長
来週５月26日に、吹田西ＲＣとのクラブ対抗ゴルフ

コンペがあります。参加予定の会員の皆様は、当日
よろしくお願い致します。

卓 話

「ロータリーと私の20年」

庄 瀬 寛 会 員
私が江坂ＲＣに入会させて頂いた動機のひとつは、

その当時には新会員の職業分類で一業種一人という
規約がありました。私は事業所も住まいも豊中市に
あり、豊中市内のクラブにはすでに青年会議所など
の先輩方が在籍しておられ入会が困難でした。そこ
へ江坂ロータリーへのお誘いがあり、事業所も近く
なので入会を決めました。
もうひとつの動機は、江坂という町が北摂の中で

も一番都会的な町と思ったからです。以前の卓話で
西村さんが、東急ハンズのある町は発展する町であ
ると言われました。大同生命、元ダイエー、ダスキ
ン、東急インなどの都会型企業が多くあり、交通の
アクセスも一駅で大阪市です。また二駅で新幹線に
乗れます。
第2660地区の１組と２組には淀川の北側に位置す

る20のクラブがありますが、その中でも江坂ＲＣが
一番都会的なクラブです。最近は食事も旨くなり、
他のクラブのような老人支配がない民主的なクラブ
です。また江坂クラブも20周年を期に世代交代の時
期になってきたようです。今の時期に会歴の若い会
員はロータリーの基本的な事を先輩会員からよく聞
いておく事だと思います。

国際協議会で2010－11年度ＲＩテーマ発表

１月18日午後５時から、アメリカ・カリフォルニ
ア州サンディエゴで2010年国際協議会開会本会議が
開催されました。同会議のハイライトは、レイ・ク
リンギンスミス国際ロータリー（ＲＩ）会長エレク
トによる2010－11年度ＲＩテーマの発表です。
新年度のＲＩテーマは
BUILDING COMMUNITIES
BRIDGING CONTINENTS
地域を育み、大陸をつなぐ
です。

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-

新時代の「ロータリーの友」へ向かって

「ロータリーの友」は国際ロータリー理事会の承
認した地域雑誌の一つとして発行されていますので、
国際ロータリー理事会が定める条件をクリアし、そ
の認定を得なければなりません。認定条件には編集
委員会の設置や著作権への配慮、国際ロータリーに
依存しない強固な財政基盤を持って「ロータリーの
友」事務所が運営されることなどの基準が含まれて
います。
また、最新の認定基準には、記事による名誉棄損

の訴え等に備えるために、損害賠償責任保険に入ら
なければならないという条件が付加されています。
しかし任意団体であった「ロータリーの友」事務

所は保険に加入することができず、そのため国際
ロータリー理事会は「ロータリーの友」に対し正式
な認証を与えられない、という事態に立ち至ってし
まい、そのことをひとつのきっかけとして法人化議
論が真剣になされました。
発行部数が減少しつつある厳しい状況の中で、環

境変化に即応するためにも、財務の透明性を期する
ためにも、法人化が必要であるという結論を得るに
至り、慎重な議論と作業の結果、本年３月25日付で、
「一般社団法人ロータリーの友事務所」の設立登記
が完了いたしました。今後も地区ガバナーをはじめ、
全国のロータリアンのご支援を頂くことが、法人化
後の「ロータリーの友」にとって不可欠であると考
えております。法人化のご報告とともに皆様の一層
のご声援をお願いいたします。

2010年５月吉日
ロータリーの友委員会

委 員 長 上 野 孝
副委員長 安 平 和 彦


